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発表演題名 市販食肉から分離されたフルオロキノロン耐性大腸菌の薬剤感受性お

よび遺伝子の特徴 

発表学会名 平成２１年度日本獣医師会学会年次大会（宮崎） 

発表者名 永田 暁洋（保健衛生部） 

開催場所 宮崎市 ワールドコンベンションセンター サミット 

発表日時 平成２２年１月２９日（金） 

発表内容  市販食肉 78 検体（鶏肉 29、牛肉 16、豚肉 33）を調査し、シプロフ

ロキサシン耐性大腸菌およびセフォタキシム耐性大腸菌を分離した。分

離株について、フルオロキノロン系 3 剤に対する最小発育阻止濃度

（MIC）、キノロン耐性決定領域（QRDR）における遺伝子変異および系統

発生群分類など、詳細な調査を行った。 

結果、鶏肉の 86.2%からフルオロキノロン耐性大腸菌が分離され、

90.9%が 4 剤以上に耐性を示すなど、高率に多剤耐性を示した。MIC は、

シプロフロキサシン、ノルフロキサシン、オフロキサシンの順に高い値

を示した。QRDR における変異は、3～4 点変異があり、3 変異パターン

が確認された。複数検体から分離された血清型は、O78:H9(3 検体)およ

び O159:H28(2 検体)であった。系統発生群分類は、A群が 15 株、B1 群

が 21 株、B2 群が 1株および D群が 18 株であった。病原因子遺伝子は、

調査した 5遺伝子のうち astA のみが 15 株から検出された。 

鶏肉がフルオロキノロンおよび多剤耐性の大腸菌に高率に汚染され

ていることが明らかとなり、喫食の際の鶏肉の取扱いに十分留意するべ

きと思われた。 

 

 
 
 
 


